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1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成31年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施 5.平成30年度事業実績、評価等（Check）　R1.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画

当初予算 (c) 最終予算

106,832 103,579 103,579 623103,903 103,632 △ 13,404

日赤（運営費30,000　設備整備10,000）

説明

久美愛26,154　飛騨市民16,137

医科７２日（日曜・祝日）　　歯科５２日（日曜午前）

総合計画等　主な指標 Ｈ29実績 H30実績 Ｈ31目標

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 (d) 増減 (d)-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H29 H30 H31予算 実施計画額 102,000
最終予算 決算 (a)

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 地域医療対策費

市長公約
・地域医療の高度化・充実を目指した取り組みを積極的に進めます。また、救急
医療体制の充実強化を図り、誰もが安心して医療を受けられる環境を作ります。

款 衛生費 個別分野 医療

項 保健衛生費 施策概要 救急医療体制の充実

事業名 41400 救急医療対策事業費

目的
・市民が休日夜間に急病になった時に受診できる医療体制を整え、安心して暮らせるよ
うにする。

概要

・休日診療所の開設（日・祝・年末年始、医科及び歯科）
・在宅当番医制・病院群輪番制病院（久美愛厚生病院、飛騨市民病院）への運営費の補助
・救命救急センター（高山赤十字病院）への運営費等の助成
・２４時間電話医療相談の実施や救急早見表の配布などによる適正な救急医療受診の啓発

「安心して医療を受けられる環境が整っている」と感じてい
る市民の割合

64.6% 57.4 ↗

特定財源

国費　（ 

133,465 117,036 102,956

その他（ 
休日診療所使用料、保健衛生費受託事業収入、福祉健康基金繰入
等 47,198 42,847 34,538

県費　（ 

34,538 36,359

68,905 68,905 487

△ 6,488 33,772 34,674 34,674 136

67,273 △ 6,916 73,060一般財源 86,267 74,189 68,418 69,365

個票枝番 主な事業内容

２４時間電話医療相談 3,000 1,988 3,000 1,400 1,125 △ 863 3,000

査定額

休日診療所の運営 17,521 16,931 17,578 20,125 20,294 3,363 17,958

在宅当番医制・病院群輪番制病院運営費助成 41,977 41,977 42,048 42,048 42,048 71 42,291

救命救急センター運営費等助成 40,000 40,000 40,000 40,000 40,000 0 40,000

1,824

・地域医療の充実

30,637 15,915

施策の
実施方針

H31完了予定

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

心臓カテーテル検査機器整備に対する助成

事業実績

・休日診療所開設状況
　　医科　利用者数　１，１８９人
　　歯科　利用者数　　　１０６人
・救急医療機関（二次・三次）運営に対する助成
・２４時間電話医療相談の相談件数　１，５１９件
・心臓カテーテル検査機器整備に対する助成

事業実績

・休日診療所開設状況
　　医科　利用者数　１，５７９人
　　歯科　利用者数　　　１０３人
・救急医療機関（二次・三次）運営に対する助成
・２４時間電話医療相談の相談件数　１，３２０件

担当課
予算要求
ポイント

休日診療所のインフルエンザ流行期の体制強化

・休日診療所の管理運営に必要な経費を計上
・中核病院の救急医療体制整備に必要な経費を計上

評価等
・市が休日診療所を開設することにより、救急医療施設が患者の重症度に応じた対応を行うことができ
た。
・市民が安心して救急医療を受けられる環境整備に寄与した。

評価等

・市が休日診療所を開設することにより、救急医療施設が患者の重症度に応じた対応を行うことができ
た。
・インフルエンザ流行期に、休日診療所の医師、薬剤師等が二人で対応する２診体制をとったことで、待
ち時間の短縮に繋がった。
・市民が安心して救急医療を受けられる体制整備に寄与した。

財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・休日の救急医療の確保は、市民がいつでも安心して医療を受けられる環境整
備のため重要であり、今後も休日診療所を継続する。
・救急医療施設の運営支援については、市民が安心して暮らすための基本であ
り、引き続き事業を実施する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H29完了

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

H30完了予定

H30完了

・休日の救急医療の確保は、市民がいつでも安心して医療を受けられる環境整
備のため重要であり、今後も休日診療所を継続する。
・救急医療施設の運営支援については、市民が安心して暮らすための基本であ
り、引き続き事業を実施する。
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20_医療課.xlsx_2事業シート（平成30年度決算）
1 4

4 6

1 2

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成31年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

◎ 1

◎ 1

◎ 1

◎ 1

◎ 1

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施 5.平成30年度事業実績、評価等（Check）　R1.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

3,850 03,850

予
算

会計 一般会計 総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画

説明

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 (d) 増減 (d)-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H29 H30 H31予算 実施計画額 149,700
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c)

総合計画等　主な指標 Ｈ29実績 H30実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 地域医療対策費

市長公約

・地域医療の高度化・充実を目指した取り組みを積極的に進めます。また、救急
医療体制の充実強化を図り、誰もが安心して医療を受けられる環境を作ります。
・社会福祉の充実を目指し、潜在的保育士・看護師（結婚などで家庭に入ってい
る有資格者）登録制度の利活用を進めます。

款 衛生費 個別分野 医療

項 保健衛生費 施策概要 救急医療体制の充実

Ｈ31目標

事業名 41410 医療確保等支援事業費

目的
・市民が良質で適正な医療サービスを受けることができるよう医療体制の確保と充実を
図る。

概要
・市内中核病院の医学生から専門医等までに対する切れ目のない支援、就労・医療環境の整備、診療機能の維持等に対する
助成

「安心して医療を受けられる環境が整っている」と感じてい
る市民の割合

64.6% 57.4 ↗

最終予算

195,122 166,080 166,080 1,500163,633 158,814 35,293

特定財源

国費　（ 

127,880 123,521 164,580

その他（ 飛騨高山ふるさと基金繰入金 29,010 34,310 13,300

県費　（ 地域医療確保事業　1/2 3,850 3,850 3,845 3,845 3,850

13,300 15,081

153,530 153,530 6,100

△ 19,229 8,700 8,700 △ 4,600

139,888 50,677 191,272一般財源 98,870 89,211 147,430 146,483

個票枝番 主な事業内容

医師確保支援事業補助金 80,000 80,000 100,000 100,000 100,000 20,000 100,000

査定額

医学生実習事業補助金・臨床研修支援事業補助金 19,000 17,000 17,000 16,620 14,544 △ 2,456 16,000

病院設備整備・院内保育事業運営等補助金 18,400 17,169 28,900 28,453 27,169 10,000 28,900

放射線治療の教育研究に対する助成 7,700 7,700 7,690 7,690 7,700

800

・地域医療の充実

10,000 9,015 10,000 10,000 8,972

施策の
実施方針

H31完了予定

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

出願者２名

三次周産期医療機関の医師確保に対する助成

事業実績 ・市内中核病院に対し医師確保や医療機器整備等に対する助成 事業実績 ・市内中核病院に対し医師確保や医療機器整備等に対する助成
担当課

予算要求
ポイント

岐阜大学医学部「地域医療コース」修学に対する支援 2,400

デンバーへの研修医派遣に対する助成

△ 43 10,000

・医師確保のための環境整備に必要な経費を計上

500 500 200 200

評価等 ・市民が安心して地域医療を受けられる環境整備に寄与した。 評価等 ・市民が安心して地域医療を受けられる環境整備に寄与した。
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・市内中核病院の医療体制の支援については、ヒアリング等を実施しながら、実
態に応じた助成を行う。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H29完了

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

H30完了予定

H30完了

・市内中核病院の医療体制の支援については、ヒアリング等を実施しながら、実
態に応じた助成を行う。
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20_医療課.xlsx_3

主要事業個票（平成30年度決算）

□ □ 1

☑ □ 4

□ 1

□ 4

事業の目的・概要（Plan）

[参考] H29決算（Do・Check）　H30.8時点 （千円） [参考] H30当初予算(Action)　H30.3時点 （千円） H30決算（Do・Check）　R1.8時点 （千円） H31当初予算（Action） （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ ☑

☑ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業名 41410 医療確保等支援事業費

区分

H30新規 H31新規

予算

会計 一般会計
担当課 市民保健部　医療課

H30拡充 H31拡充 款 衛生費

枝番・内容 1 地域医療確保支援事業補助金
その他重要事業 項

目 地域医療対策費 作成年月 R1.8

163,400

主な経費 ・医療確保等支援にかかる助成
△ 827

2802保健衛生費 内線

最終

補正等 補正等
主な経費

163,273

決算額 123,184 決算額 158,575

・医療確保等支援にかかる助成

目的 ・市民が良質で適正な医療サービスを受けることができるよう医療体制の確保と充実を図る。 概要 ・市内中核病院の医学生から専門医等までに対する切れ目のない支援、就労・医療環境の整備、診療機能の維持等に対する助成

予算額

当初 127,880 予算額 当初 164,100 予算額 当初

予算額

当初 164,100

繰越 繰越

最終 127,400

△ 700

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

対前年度増減額（決算） 518 対前年度増減額（当初予算） 36,220 対前年度増減額（決算） 35,391 対前年度増減額（当初予算）

[事業内容]

・３年間継続の補助事業の２年目の年である。両中核病院へのヒアリン
グ等により、補助の課題等を情報収集し、より実態に応じた補助事業とな
るよう、見直しも視野に入れて検証を行う。

≪予定している事業≫
・医学生実習事業補助金（市内で実習する医学生の交通費、宿泊費等）
・臨床研修支援事業補助金（中核病院の臨床研修医、指導医の人件
 費、学会への参加経費等）
・医師確保支援事業補助金（中核病院の非常勤医師の人件費、宿泊費
 等）
・病院設備整備費補助金（中核病院の高度医療機器等の購入費）
・院内保育事業運営等補助金（院内保育所の保育士等の人件費）
・地域医療放射線医学講座補助金（大学に設置する寄付講座への助成）
・三次周産期医療支援事業補助金（中核病院の常勤産婦人科指導医師
 の特別手当）
・デンバー研修医派遣補助金（中核病院研修医への補助）

[スケジュール]

・平成３０年４月より開始

[スケジュール]

・平成３１年４月～令和２年３月
　　　　　　　　　　　　２年目の補助事業開始～補助の実施
・令和元年７月　　両病院へのヒアリングを実施
　　　　　　　　　　　　補助制度の課題を整理する
・　　　　　　　８月　　次年度の補助制度の組み立てを行う
・　　　　　　１０月　　次年度の予算要求

次年度以降
の考え方
(担当課)

・両中核病院へのヒアリング等
を実施しながら、市民に必要な
医療を的確に提供できるよう、
より実態に応じた補助を行って
いく。

【事業実績】

・３年間継続の補助事業の最終年度であった。両中核病院へのヒアリン
グ等により、補助の課題や新たに必要な支援等を情報収集し、より実態
に即した補助事業となるよう、来年度へ向けての評価と見直しを行うこと
ができた。

≪実施した事業≫
・臨床研修医・看護師等募集支援事業補助金（～平成29年度）
・臨床研修支援事業補助金（中核病院の臨床研修医、指導医の人件
 費、学会への参加経費等）　：　１5名分の経費を補助した。
・医療確保支援事業補助金（中核病院の非常勤医師の人件費、宿泊費
 等）　：　医療提供のために必要な非常勤医師に係る経費を補助した。
・病院設備整備費補助金（中核病院の高度医療機器等の購入費）
・院内保育事業運営等補助金（院内保育所の保育士等の人件費）
・三次周産期医療支援事業補助金（中核病院の常勤産婦人科指導医師
 の特別手当）

[事業内容]

・これまでの支援の検証を踏まえ、将来にわたり地域医療を確保するた
めの新たな支援制度とする。（～平成32年度）

≪予定している事業≫
・医学生実習事業補助金（市内で実習する医学生の交通費、宿泊費等）
・臨床研修支援事業補助金（中核病院の臨床研修医、指導医の人件
 費、学会への参加経費等）
・医師確保支援事業補助金（中核病院の非常勤医師の人件費、宿泊費
 等）
・病院設備整備費補助金（中核病院の高度医療機器等の購入費）
・院内保育事業運営等補助金（院内保育所の保育士等の人件費）
・地域医療放射線医学講座補助金（大学に設置する寄付講座への助成）
・三次周産期医療支援事業補助金（中核病院の常勤産婦人科指導医師
 の特別手当）
・デンバー研修医派遣補助金（中核病院研修医への補助）
　

【事業実績】

・これまでの支援の検証を踏まえ、将来にわたり地域医療を確保するた
めの、３年間継続の新たな支援制度をスタートさせることができた。

≪実施した事業≫
・医学生実習事業補助金（市内で実習する医学生の交通費、宿泊費等）
・臨床研修支援事業補助金（中核病院の臨床研修医、指導医の人件
 費、学会への参加経費等）　：　１４名分の経費を補助した。
・医師確保支援事業補助金（中核病院の非常勤医師の人件費、宿泊費
 等）　：　医療提供のために必要な非常勤医師に係る経費を補助した。
・病院設備整備費補助金（中核病院の高度医療機器等の購入費）
・院内保育事業運営等補助金（院内保育所の保育士等の人件費）
・地域医療放射線医学講座補助金（大学に設置する寄付講座への助成）
・三次周産期医療支援事業補助金（中核病院の常勤産婦人科指導医師
 の特別手当）
・デンバー研修医派遣補助金（中核病院研修医への補助）
　：　２名分の補助を実施した。

廃止検討 廃止検討

H29完了 H30完了

維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

H30完了予定 H31完了予定

・両中核病院へのヒアリング等
を実施しながら、市民に必要な
医療を的確に提供できるよう、
より実態に応じた補助を行って
いく。

維持・改善

拡大 拡大

縮小 縮小

20_医療課.xlsx_3 41410-1



20_医療課.xlsx_4事業シート（平成30年度決算）
3 4

1 6

1 1

1

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成31年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

◎ 2

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施 5.平成30年度事業実績、評価等（Check）　R1.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績

・診療所開設状況
【医科】
　延べ利用患者数　２８，１９７人
【歯科】
　延べ利用患者数　　２，６７５人

事業実績

・診療所開設状況
【医科】
　延べ利用患者数　２８，３２０人
【歯科】
　延べ利用患者数　　２，４２７人

担当課
予算要求
ポイント

・直営診療所の管理運営経費

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等

・直営診療所の適正な運営を図ることにより、地域住民のいつでもどこでも安心して医療が受けられる環
境整備に寄与した。
・栃尾歯科診療所の開設により、地域住民が身近な場所で必要な歯科診療を受けることができる環境整
備に寄与した。

評価等

・直営診療所の適正な運営を図ることにより、地域住民のいつでもどこでも安心して医療が受けられる環
境整備に寄与した。
・歯科診療の実施により、地域住民が身近な場所で必要な歯科診療を受けることができる環境整備に寄
与した。

財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・老朽化している診療所・医師住宅の修繕など環境整備を計画的に行う。
・南高山地域（久々野・朝日・高根）の継続可能な診療体制の提供を引き続き検
討する。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H29完了 H30完了

H31完了予定

・地域医療の充実

・老朽化している診療所・医師住宅の修繕など環境整備を計画的に行う。
・南高山地域（久々野・朝日・高根）の継続可能な診療体制の提供を引き続き検
討する。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H30完了予定

看護師の特定行為研修受講支援

南高山地域医療構想の推進

特定行為を行うことができる看護師の育成 1,200

岐阜県へき地診療所等医師派遣事業負担金 1,250 0 2,500 2,500 0 0 2,500 @1,000×２．５名

査定額 説明

診療所の管理運営（小修繕含む） 62,427 55,040 61,784 67,484 61,348 6,308 65,414 久々野診療所車両更新+800、下呂市代診医負担金+2,000ほか

一般財源 0 0 0 0

個票枝番 主な事業内容

68,494 60,197

0 0

5,413 71,698 67,224 67,224 4,430

0 0 0

県費　（ へき地医師研修支援事業補助金　2/3ほか 390 256 1,490 1,490 1,151 895 1,668 1,890 1,890 400特定財源

国費　（ 

63,677 55,040 64,284

その他（ 診療収入　他 63,287 54,784 62,794

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 (d) 増減 (d)-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H29 H30 H31予算 実施計画額 102,700
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

73,366 69,114 69,114 4,83069,984 61,348 6,308

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る。

概要
・医療及び介護サービスの提供
・予防接種、健診事業の実施
・上記事業を実施するための施設管理、施設整備

「安心して医療を受けられる環境が整っている」と感じてい
る市民の割合

64.6% 57.4 ↗

総合計画等　主な指標 Ｈ29実績 H30実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 一般管理費

市長公約
款 総務費 個別分野 医療

項 総務管理費 施策概要 地域医療体制の充実

Ｈ31目標

事業名 11100 一般管理費 予
算

会計 国民健康保険事業特別会計(直診勘定) 総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画
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20_医療課.xlsx_5事業シート（平成30年度決算）
3 4

2 6

1 1

1

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成31年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

◎ 1

◎ 1

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施 5.平成30年度事業実績、評価等（Check）　R1.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績

・医療用Ｘ線高電圧装置（荘川）、一般X線撮影システム（高根）、解析付心電計（朝日、高根、栃尾）など
医療用機器を更新
・栃尾歯科診療所歯科ユニット、歯科Ｘ線撮影装置等、開院に必要な歯科医療機器を整備

事業実績

・超音波画像診断装置（荘川）、内視鏡消毒機（久々野）など医療用機器を更新
・歯科用ユニット（久々野）を更新
・出張診療時及び往診時に電子カルテを利用できるよう、モバイル端末を導入
・災害時における診療情報の保全を目的に、バックアップサーバを構築
・診療情報の効率的な利用を目指し、画像診断システムと電子カルテシステムのデータを連携

担当課
予算要求
ポイント

・医療用機器の維持管理に必要な経費を計上
・医療用機器の更新

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・医療機器の保守点検を実施し、安全性の確保と故障の未然防止を図ることができた。
・効果的な診断が行える医療機器を導入することにより、地域住民がいつでも安心して医療が受けられる
環境整備に寄与した。

評価等
・効果的な診断や治療が行える医療機器を導入することにより、地域住民がいつでも安心して医療が受
けられる環境整備に寄与した。
・電子カルテシステムの拡充により、診療情報の効率的な利用と、安全性の向上が図られた。 財務部

査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・計画的な医療機器の更新や保守点検の実施により、安心・安全な医療サービス
の提供の充実に努めていく。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H29完了 H30完了

H31完了予定

・地域医療の充実

・計画的な医療機器の更新の実施により、安心・安全な医療サービスの提供の充
実に努めていく。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H30完了予定

医療機器の定期保守点検

電子カルテシステムの導入・拡充 5,400 6,000 6,170 6,170

査定額 説明

医療用機械器具費の購入 25,500 25,158 10,000 10,000 9,984 △ 15,174 10,000
久々野歯科ユニット3,500、栃尾超音波画像診断装置2,500、荘川内
視鏡消毒器2,000ほか

一般財源 0 0 0 0

個票枝番 主な事業内容

23,470 21,616

0 0

△ 10,042 28,267 20,200 20,200 △ 3,270

0 0 0

県費　（ へき地診療所整備事業費補助金　1/2ほか 5,000 3,834 6,820 6,820 6,803 2,969 9,476 5,000 5,000 △ 1,820特定財源

国費　（ 

40,550 35,492 30,290

その他（ 診療収入　他 35,550 31,658 23,470

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 (d) 増減 (d)-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H29 H30 H31予算 実施計画額 10,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

37,743 25,200 25,200 △ 5,09030,290 28,419 △ 7,073

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る。

概要 ・医療用機器の維持管理及び更新

総合計画等　主な指標 Ｈ29実績 H30実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 医療用機械器具費

市長公約
款 医業費 個別分野 医療

項 医業費 施策概要 地域医療体制の充実

Ｈ31目標

事業名 21100 医療用機械器具費 予
算

会計 国民健康保険事業特別会計(直診勘定) 総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画
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20_医療課.xlsx_6

主要事業個票（平成30年度決算）

□ □ 3

☑ □ 2

□ 1

□ 1

事業の目的・概要（Plan）

[参考] H29決算（Do・Check）　H30.8時点 （千円） [参考] H30当初予算(Action)　H30.3時点 （千円） H30決算（Do・Check）　R1.8時点 （千円） H31当初予算（Action） （千円）

※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合あり

□ □

□ □

□ □

□ □

□ ☑

□ □

[事業実績] [事業内容]

・出張診療所電子カルテ導入
（往診カルテの電子化）
・バックアップサーバーの設置
・他の診療所からでもリモート操作可能な環境の構築
・電子カルテと画像システムとの連携

[事業実績]

・出張診療時及び往診時に電子カルテを利用できるよう、モバイル端末を
導入
・災害時における診療情報の保全を目的に、バックアップサーバを構築
・診療情報の効率的な利用を目指し、画像診断システムと電子カルテシ
ステムのデータを連携
・２名の医師による２診療体制に対応するため、電子カルテ端末を増設

【評価等】

・診療情報の効果的な利用と、情報管理の安全性の向上が図られた。

[スケジュール]

・平成３０年度中に稼働

次年度以降
の考え方
(担当課)

維持・改善

次年度以降
の考え方
(担当課)

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

H29完了 H30完了

H30完了予定 H31完了予定

・出張診療所や往診先での、診
療情報の効率的な利用が可能
となった。また、災害時における
診療情報の保全を目的に、バッ
クアップサーバを構築し、安全
性の向上が図られた。今後もシ
ステムを有効活用し、市民への
安心安全な診療に寄与する。

維持・改善

拡大 拡大

事業実績、評価等 事業内容、スケジュール 事業実績、評価等 事業内容、スケジュール

対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算） 5,400 対前年度増減額（決算） 対前年度増減額（当初予算）6,170

最終
主な経費

決算額

繰越

目的 ・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図る 概要 ・電子カルテシステムを拡充

予算額

当初 予算額

補正等 補正等 600
予算額

当初 5,400

・ネットワークの設定等委託 主な経費
最終 6,000

6,170

繰越

決算額

当初 5,400 予算額 当初

事業名 21100 医療用機械器具費

区分
内線 2802

目 医療用機械器具費 作成年月 R1.8

医業費
枝番・内容 1 電子カルテシステムの導入拡充

その他重要事業 項

市民保健部　医療課
H30拡充 H31拡充 款 医業費

H30新規 H31新規

予算

会計 国民健康保険事業特別会計(直診勘定)
担当課

20_医療課.xlsx_6 3-21100-1



20_医療課.xlsx_7事業シート（平成30年度決算）
3 4

2 6

1 1

2

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成31年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施 5.平成30年度事業実績、評価等（Check）　R1.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績
・注射器等の医療用消耗品の購入
・白衣等被服の購入

事業実績
・注射器等の医療用消耗品の購入
・白衣等被服の購入 担当課

予算要求
ポイント

・適切な医療提供のために必要な経費を計上

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・必要な医療用消耗資機材の選定、計画的な購入、適切な在庫管理を行うことができた。 評価等 ・必要な医療用消耗資機材の選定、計画的な購入、適切な在庫管理を行うことができた。
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・患者への医療の提供に必要な医療用消耗資機材の購入を適切に行うなど、安
心・安全な医療サービスの提供に努めていく。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H29完了 H30完了

H31完了予定

・地域医療の充実

・患者への医療の提供に必要な医療用消耗資機材の購入を適切に行うなど、安
心・安全な医療サービスの提供に努めていく。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H30完了予定

査定額 説明

医療用消耗品の購入 8,181 8,181 8,200 8,200 7,418 △ 763 8,200

一般財源 0 0 0 0

個票枝番 主な事業内容

8,200 7,418

0 0

△ 763 8,844 8,200 8,200 0

0 0 0

県費　（ 特定財源

国費　（ 

8,181 8,181 8,200

その他（ 診療収入　ほか 8,181 8,181 8,200

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 (d) 増減 (d)-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H29 H30 H31予算 実施計画額 8,200
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

8,844 8,200 8,200 08,200 7,418 △ 763

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る。

概要 ・医療用消耗品、被服の購入

総合計画等　主な指標 Ｈ29実績 H30実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 医療用消耗機材費

市長公約
款 医業費 個別分野 医療

項 医業費 施策概要 地域医療体制の充実

Ｈ31目標

事業名 21200 医療用消耗機材費 予
算

会計 国民健康保険事業特別会計(直診勘定) 総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画
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20_医療課.xlsx_8事業シート（平成30年度決算）
3 4

2 6

1 1

3

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成31年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施 5.平成30年度事業実績、評価等（Check）　R1.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績
・全診療所　：　注射薬、外用薬の購入
・栃尾診療所　：　内用薬の購入

事業実績
・全診療所　：　注射薬、外用薬の購入
・栃尾診療所　：　内用薬の購入 担当課

予算要求
ポイント

・適切な医療提供のために必要な経費を計上

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等 ・在庫管理を徹底し、共同発注及び後発品の積極的採用を行うことができた。 評価等 ・在庫管理を適切に実施し、共同発注及び後発品の積極的採用を行うことができた。
財務部
査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・医薬品目削減の検討や定期的な在庫チェックの実施を継続して行う。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H29完了 H30完了

H31完了予定

・地域医療の充実

・医薬品の選定や、定期的な在庫チェックの実施を継続して行う。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H30完了予定

査定額 説明

医薬品衛生材料費の購入 34,819 24,819 30,000 30,000 25,563 744 30,000

一般財源 0 0 0 0

個票枝番 主な事業内容

30,000 25,563

0 0

744 30,000 30,000 30,000 0

0 0 0

県費　（ 特定財源

国費　（ 

34,819 24,819 30,000

その他（ 診療収入　ほか 34,819 24,819 30,000

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 (d) 増減 (d)-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H29 H30 H31予算 実施計画額 30,000
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

30,000 30,000 30,000 030,000 25,563 744

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る。

概要 ・医薬品の購入（内用薬、外用薬、注射薬等）

総合計画等　主な指標 Ｈ29実績 H30実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 医薬品衛生材料費

市長公約
款 医業費 個別分野 医療

項 医業費 施策概要 地域医療体制の充実

Ｈ31目標

事業名 21300 医薬品衛生材料費 予
算

会計 国民健康保険事業特別会計(直診勘定) 総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画

20_医療課.xlsx_8 3-21300



20_医療課.xlsx_9事業シート（平成30年度決算）
3 4

2 6

1 1

4

1.事業の目的・概要（Plan）

2.事業の実施結果等（Do） （千円） 4.平成31年度予算編成（Action） （千円）

）

）

）

※下段は主な事業内容を抜き出したものであり、計が歳出事業費に一致しない場合があります。 ※入札に影響するため公開に適さないなど、記載省略（※）する場合があります。

3.平成29年度事業実績、評価等（Check）　H30.8実施 5.平成30年度事業実績、評価等（Check）　R1.8実施

☑ ☑

□ □

□ □

□ □

□ □

□ □

事業実績
・医師、歯科医師への業務委託
・血液検査等の検査業務委託

事業実績
・医師、歯科医師への業務委託
・血液検査等の検査業務委託 担当課

予算要求
ポイント

・適切な医療提供のために必要な経費を計上

・財務部査定のとおり

縮小 縮小

廃止検討 廃止検討

評価等
・市内中核病院に医師派遣業務及び高度医療機器を使用する検査業務委託等を行うことにより、診療体
制及び診療内容の充実を図ることができた。
・歯科医師会の協力を得ながら、へき地の歯科診療体制が確保できた。

評価等
・市内中核病院に医師派遣業務及び高度医療機器を使用する検査業務委託等を行うことにより、診療体
制及び診療内容の充実を図ることができた。
・歯科医師会の協力を得ながら、へき地の歯科診療体制が確保できた。 財務部

査定の
考え方

・積算内容を精査

次年度
以降の
考え方

(担当課)

・引き続き採算性を考慮しながら、必要な医療を提供できるよう、診療所間及び中
核病院との連携を強化し効率的で機能的な診療体制の充実に努めていく。

維持・改善

次年度
以降の
考え方

(担当課)
H29完了 H30完了

H31完了予定

・地域医療の充実

・引き続き、必要な医療を提供できるよう、診療所間及び中核病院との連携を強
化し効率的で機能的な診療体制の充実に努めていく。

維持・改善

拡大 拡大

市長査定
の考え方

施策の
実施方針

H30完了予定

検査業務等委託 19,060 18,391 17,300 17,300 19,272 881 17,300

歯科診療業務委託 21,300 20,968 24,200 24,200 23,308 2,340 24,300 高根歯科医師交代による交通費増

査定額 説明

医師派遣業務委託 6,200 3,824 6,200 6,200 4,387 563 7,500 代診医荘川、朝日、清見（高根分の減、清見分の増）

一般財源 0 0 0 0

個票枝番 主な事業内容

47,700 46,967

0 0

3,784 50,799 49,100 49,100 1,400

0 0 0

県費　（ 特定財源

国費　（ 

46,560 43,183 47,700

その他（ 診療収入　ほか 46,560 43,183 47,700

決算 (b) 増減 (b)-(a) 要求額 財務部査定額 市長査定額 (d) 増減 (d)-(c)歳出事業費
（職員人件費を除く）

H29 H30 H31予算 実施計画額 49,100
最終予算 決算 (a) 当初予算 (c) 最終予算

50,799 49,100 49,100 1,40047,700 46,967 3,784

目的
・地域住民がいつでも安心して医療が受けられる環境の整備とへき地医療の確保を図
る。

概要 ・医療業務の委託（医師派遣業務、検査業務、歯科診療業務等）

総合計画等　主な指標 Ｈ29実績 H30実績

担当課 市民保健部　医療課 内線 2802 目 医療業務委託費

市長公約
款 医業費 個別分野 医療

項 医業費 施策概要 地域医療体制の充実

Ｈ31目標

事業名 21400 医療業務委託費 予
算

会計 国民健康保険事業特別会計(直診勘定) 総
合
計
画

基本分野 福祉・保健

根拠計画
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